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広
告
の
お
申
し
込
み
は

秘
書
・
広
報
課
ま
で

◀
◀
◀

広
告

交通事故発生状況

　総件数
　人身事故

　　死　者
（うち高齢者）

（うち高齢者）
　　傷　者
　物損事故

386件
57件

2人

＋16
＋4

（43） （＋14）

（1） （0）
0

60人
329件

+4
＋12

件数内訳 平成２２年10月末 前年比
※高齢者＝65歳以上

11月の納税
国民健康保険税▶3期
納 期 限▶11月30日（火）
口座振替▶11月26日（金）

男
女
合　計
世帯数

9月末現在

人
人
人
世帯

10月末現在月間増減
出生

－
－
－

－
－
－

死亡 転入
自然動態 社会動態

人
人
人
世帯

人
人
人
世帯

計 転出
－
－
－
－

12,575
13,758
26,333
8,265

5
8
13

12,560
13,750
26,310
8,258

15
8
23
7

9
10
19

4
2
6

11
24
35

22
30
52

11
6
17

計

人口の動き

編
集
後
記

勝山市緊急メールサービス勝山市緊急メールサービス
　防災情報、気象警報、火災情報、クマ情報、安全安心情報、
勝山市に関する緊急情報を携帯メールで受け取れます。

登録は無料です。
勝山市公式ホームページからもお申し込
みできます。（緊急メールサービスから）
http://www.city.katsuyama.fukui.jp

お申し込みはこちらから（空メール送信）

（121）

　
「
無
尽
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
石
碑
は
、
二
メ
ー

ト
ル
を
越
え
る
玄
武
岩
か
ら
造
ら
れ
て
お
り
、
三

〇
セ
ン
チ
程
の
文
字
が
隷れ

い

書し
ょ

体
と
思
わ
れ
る
文
字

で
、
一
行
五
文
字
ず
つ
二
行
に
わ
た
っ
て
刻
ま
れ

て
い
る
。
こ
の
碑
は
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
二
十

一
日
に
勝
山
市
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
「
民
俗

文
化
財
」
と
な
り
、
北
野
津
又
区
長
が
管
理
し
て

い
る
。

　

一
行
目
の
最
初
は
無
盡
（
尽
）
□
窮
□
、
二
行

目
に
は
勝
信
□
成
信
と
読
め
る
よ
う
で
あ
る
が
、

全
文
の
判
読
は
困
難
で
あ
る
。
頌し
ょ
う

徳と
く

碑
（
功
績
を

誉
め
称
え
る
）
な
の
か
、
墓
な
の
か
分
か
ら
な
い

が
、
無
尽
な
る
人
物
に
対
す
る
村
人
の
尊
敬
が
厚

か
っ
た
ら
し
い
。

　
「
無
尽
」
の
名
前
に
つ
い
て
は
、
野
津
俣
（
北

野
津
又
）
村
の
享
保
元
申
年
（
一
七
一
六
）
霜
月

の
惣
高
帳
（
庄
屋
加
兵
衛
文
書
）
に
「
一
、
高
九

拾
七
石
壱
斗
七
升　

無
尽
」と
見
え
て
い
る
。「
一
、

高
九
拾
石
三
斗
壱
升
三
合　

源
左
衛
門
・
一
、
百

九
石
七
斗
四
升
壱
合　

加
右
衛
門
」
が
飛
び
抜
け

て
石
高
が
大
き
い
。
ち
な
み
に
、
野
津
俣
の
村
高

は
六
二
一
石
二
斗
で
あ
る
の
で
、
当
時
の
北
野
津

又
で
有
力
な
位
置
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、「
無
尽
」
の
名

前
に
関
し
て
は
、
法

名
（
戒
名
、
仏
門
に

入
っ
て
さ
ず
け
ら
れ

る
名
）
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
生
前
に
法

名
を
使
用
す
る
例
は
、
宗
門
改
帳
に
も
見
ら
れ
る
。

　

そ
の
石
碑
の
位
置
は
、
北
野
津
又
区
一
四
二
字

一
―
一
番
地
で
、
雑
木
林
の
中
に
あ
り
、
探
し
当

て
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
こ
こ
に
到
達
す
る
に
は
、

勝
山
町
か
ら
の
加
賀
新
保
道
（
国
道
四
一
六
号
線
）

の
龍
谷
か
ら
越
戸
峠
に
向
か
う
道
へ
向
か
わ
ず
、

左
側
に
一
旦
入
っ
て
山
道
を
分
け
入
り
、
野
津
又

側
に
方
向
を
と
っ
て
（
や
や
西
北
方
向
）
丘
陵
状

の
山
を
越
え
れ
ば
、
や
が
て
野
津
又
集
落
の
下
の

方
「
中
村
」
に
出
ら
れ
、
こ
の
方
面
へ
の
近
道
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
道
は
「
下
越
戸
」
と

呼
ば
れ
、
昔
は
往
来
が
盛
ん
だ
っ
た
と
い
う
。
歩

い
て
み
る
と
、
碑
の
あ
た
り
に
道
ら
し
い
も
の
が

見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
下
越
戸
の
通
り
道
脇
に
建

て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
を
探
索
さ
れ
る

か
た
は
、
ク
マ
の
出
没
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

文
化
財
保
護
委
員　

増
田
公
輔

「無尽」の記され
る文書

「無尽さん」の拓本「無尽さん」の碑

　

朝
晩
の
寒
さ
が
身
に
染

み
る
よ
う
に
な
り
、
高
い

山
に
は
雪
が
積
も
っ
て
い

ま
す
。
冬
が
近
づ
い
て
き

て
い
る
な
あ
と
感
じ
ま

す
。

　

今
月
号
は
、「
子
育
て

環
境
日
本
一
」
を
目
指
す

勝
山
市
の
取
り
組
み
を
特

集
し
て
い
ま
す
。
移
転
し

た
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
記
事
や
、
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
制
度
の
ご
紹

介
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
に
な
っ
て
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

　

ク
マ
も
、
も
う
し
ば
ら

く
出
没
す
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
十
分
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
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勝山で育てる！勝山で育てる！
勝山市は子育て環境日本一を勝山市は子育て環境日本一を

目指します！目指します！
　勝山市では、出生数の低下や市外への転出などにより、

人口が減少傾向にあります。男女ともに晩婚化が進み、

１世帯あたりの人員も減っています。また、市外へ通勤

している人も増加しています。

　そんな環境の中で、子育てに対する不安が増大してい

ますが、勝山市は子育て環境日本一を目指し、いろいろ

な支援策をご用意しています。

　今回は勝山市の子育て支援策をご紹介します。

問　福祉・児童課　☎87‐0777（直通）
　　健康長寿課　　☎87‐0888（直通）

■
安
心
・
安
全
な
出
産
体
制

　

福
井
社
会
保
険
病
院
と
福
井
大
学
附
属
病

院
が
連
携
し
、
安
心
・
安
全
な
産
科
連
携
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
妊
婦
健
診
時
の
交
通
費
助
成
制
度

が
あ
り
ま
す
。

■
妊
婦
健
診
無
料
化

　

医
療
機
関
で
の
基
本
的
な
妊
婦
健
診
を
14

回
ま
で
無
料
化
し
て
い
ま
す
。

■
不
妊
治
療
へ
の
助
成

　

不
妊
治
療
に
対
し
、
県
の
助
成
も
含
め
て

上
限
50
万
円
ま
で
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
人

工
授
精
も
対
象
に
な
り
ま
す
。
所
得
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
乳
児
健
診
の
無
料
化

　

１
か
月
児
健
診
、
４
か
月
児
健
診
、
９
〜

10
か
月
児
健
診
を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
医
療
機
関
へ
受
診
券
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
母
乳
相
談

　

１
〜
２
か
月
児
子
育
て
教
室
で
、
助
産
師

に
よ
る
母
乳
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
子
育
て
講
座

　

毎
月
実
施
す
る
母
子
ク
リ
ニ
ッ
ク
後
に
、

子
育
て
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
新
生
児
訪
問

　

新
生
児
宅
を
個
別
訪
問
し
、
発
育
状
況
の

確
認
、
子
育
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

出
産
へ
の
支
援

出
産
へ
の
支
援

乳
幼
児
期
の
子
育
て
支
援

乳
幼
児
期
の
子
育
て
支
援

■ 

母
子
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
１
歳
６
か
月
児
健
診
・

３
歳
児
健
診

　

医
師
、
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
に
よ
る
発

達
・
育
児
相
談
（
毎
月
１
回
）
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

■ 

１
〜
２
か
月
児
子
育
て
教
室
・
も
ぐ
も
ぐ

ご
っ
く
ん
教
室

　

身
体
測
定
、
発
達
・
育
児
相
談
と
離
乳
食

の
お
話
、
相
談
（
毎
月
1
回
）
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

■
カ
ン
ガ
ル
ー
の
お
部
屋

（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

子
育
て
に
関
す
る
悩
み
や
育
児
相
談
な
ど

お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
集
う
場
で
す
。
８
月

に
地
場
産
セ
ン
タ
ー
に
移
転
し
ま
し
た
。

（
次
ペ
ー
ジ
に
特
集
）

■
充
実
し
た
体
制

　

公
立
３
園
、私
立
８
園
で
待
機
児
童
な
し
。

一
時
預
か
り
、
休
日
保
育
、
延
長
保
育
も
充

実
し
て
い
ま
す
。

■
保
育
料
の
軽
減

　

保
育
料
に
は
国
の
決
め
た
基
準
額
が
あ

り
、
勝
山
市
は
こ
の
基
準
額
か
ら
約
４
割
を

軽
減
し
て
い
ま
す
。
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
軽
減
率
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

◎
第
３
子
以
降
３
歳
未
満
児
は
無
料

◎
第
３
子
以
降
３
歳
以
上
児
は
２
分
の
１

◎
３
人
同
時
入
園
の
場
合
３
人
目
は
無
料

勝
山
市
の
子
育
て
支
援
ポ
イ
ン
ト

勝
山
市
の
子
育
て
支
援
ポ
イ
ン
ト

★
安
心
・
安
全
な
出
産
育
児
環
境
を
確
立

★
第
３
子
以
上
に
は
奨
励
金
を
支
給

★
県
下
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
保
育
料
軽
減
と

　

待
機
児
童
な
し

★
全
小
学
生
が
児
童
セ
ン
タ
ー
を
無
料
で

　

利
用
可
能

保
育
園
関
係

保
育
園
関
係

そ
の
他
の
支
援
策

そ
の
他
の
支
援
策

子ども医療費の助成
　平成22年10月診療分から、対象を中学校修了までの児童に拡
大して医療費の助成をします。助成額は下記の通りです。（ただし、
小学生・中学生については一部自己負担があります。）

区　分 1医療機関当たりの助成額
就学前児童 全　　額

小学生 入院 1日500円を超えた額
1月の内９日目以降は全額

外来 1月500円を超えた額

中学生 入院 １月10,000円を超えた額
外来 １月10,000円を超えた額

インフルエンザ
接種費用助成

　中学校修了までの児童がインフ
ルエンザ予防接種を受けたときに、
1回につき1,000円を助成します。

☆小学生まで：年2回
☆中　学　生：年1回

すくすく育成奨励金
　勝山市民で保護者と生計
を一つにする第３子以上の
子に支給されます。
•第3子　30万円
•第4子　40万円
•第5子以降　50万円
※ 出生時に１０万円、翌年
度以降は誕生月にそれぞ
れ１０万円支給されます。

小学校・放課後保育
　下記のサービスは無料で提供して
います。
•児童センター（10ヶ所）
　全ての小学生が無料で安全に安心
して遊べる場所を提供しています。
•障害児放課後保育
　障がい児が放課後や長期休暇中に
障害者施設を利用した際の利用料を
勝山市が全額負担します。
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おいでよ！おいでよ！
カンガルーのお部屋カンガルーのお部屋
～勝山市地域子育て支援センターのご紹介～～勝山市地域子育て支援センターのご紹介～

児
童
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

勝
山
市
内
に
は
、
児
童
セ
ン
タ
ー
が

10
ヶ
所
あ
り
ま
す
。 

　

児
童
セ
ン
タ
ー
は
、

①
放
課
後
な
ど
の
遊
び
場

②
留
守
家
庭
の
児
童
の
生
活
の
場

③
子
ど
も
の
体
験
・
交
流
・
学
習
の
場

と
し
て
、
す
べ
て
の
小
学
生
に
無
料
で

開
放
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
成
器
西
小
学
校
区
と
村
岡
小

学
校
区
の
児
童
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、

機
能
を
学
校
の
中
へ
移
転
し
ま
し
た
。

　

利
便
性
が

高
ま
り
、
利

用
者
も
増
え

て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

石川洋子さん親子
　＝元町2丁目＝

　前の施設から利用していま
す。駐車場が広くなって助か
ります。ふれあいスペースも
広くて目が届くのがいいです。

栃木美香江さん親子
　＝栄町３丁目＝

　最近利用しはじめました。
初めての育児なので、分から
ないことを、ほかのお母さん
たちに聞けて助かります。

■
広
く
て
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た　

　

カ
ン
ガ
ル
ー
の
お
部
屋
（
勝
山
市
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）
は
、
利
用
者
増
加
に

よ
る
駐
車
場
不
足
や
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
ス

ペ
ー
ス
が
手
狭
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

今
年
の
８
月
に
奥
越
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
の
２
階
和
室
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

親
子
ふ
れ
あ
い
ス
ペ
ー
ス
は
、
従
来
よ
り

約
３
倍
の
広
さ
を
確
保
。
駐
車
場
も
広
く
な

り
、
新
し
い
遊
具
も
増
え
ま
し
た
。

　

子
育
て
の
悩
み
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
気
軽
に
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

問　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
奥
越
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
87
‐
3
8
3
0

園庭が完成しました

親子のふれあいや、お母さんの情報交換の場です

私
た
ち
も
利
用
し
て
い
ま
す
！

私
た
ち
も
利
用
し
て
い
ま
す
！

にしザウルス（成器西小学校内）

子
ど
も
が
病
気
で
…
で
も
仕
事
を
休
め
な
い
！　

そ
ん
な
と
き

子
ど
も
が
病
気
で
…
で
も
仕
事
を
休
め
な
い
！　

そ
ん
な
と
き

病
児
・
病
後
児
保
育
サ
ー
ビ
ス
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す

○
病
児
・
病
後
児
保
育
っ
て
？

　

子
ど
も
が
病
気
で
、
学
校
や
保
育
園
に
行

け
な
い
と
き
、
保
護
者
に
代
わ
っ
て
医
師
、

看
護
師
、
保
育
士
、
栄
養
士
が
一
時
的
に
保

育
看
護
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

○
利
用
で
き
る
子
ど
も
の
年
齢
は
？

　

生
後
２
か
月
児
〜
小
学
校
３
年
生
ま
で

ひ
か
り
病
児
保
育
園

　
（
ク
リ
ニ
カ
・
デ
・
ふ
か
や
内
）

☎
88
‐
0
2
8
8

【
開
園
時
間
】　

午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
30
分

【
休
園
日
】　　

土
、
日
、
祝
日

【
利
用
料
金
】　

１
日
2
0
0
0
円

（
お
や
つ
・
昼
食
込
み
）

※
診
察
料
は
別
途
か
か
り
ま
す

【
定　

員
】　

６
人

※ 

定
員
を
超
え
て
い
る
場
合
は
、
ご
利

用
に
な
れ
ま
せ
ん
。

静かな環境で安心です

特集　子育て支援特集　子育て支援

三屋さん＝旭町2丁目＝
　「よく利用しています。子ど
もと私の両方が病気になった
時は、特に助かります。」

南部さん＝元町3丁目＝
　「仕事を休まなくていいので
助かります。病院なので安心
して子どもを預けられます。」

利用者の声
電話で直接施設へ利用申し込み

利用できます。 キャンセル待ちになります。

利用当日の朝8時頃まで
に入室状況について電話
連絡があります。

申請書（登録書）の記入

医師の診察・入室

保育・看護

お迎え（園より一日の様子をお知らせ）・支払

空きなし
キャンセルあり

空きあり

ご利用の流れは
ご利用の流れは

こちらこちら

ご
存
知
で
す
か
？

ご
存
知
で
す
か
？

子
育
て
生
活
応
援
隊

○
子
育
て
生
活
応
援
隊
っ
て
？

　

子
育
て
真
っ
最
中
の
と
き
に
、
少
し
の

時
間
だ
け
手
伝
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

子
育
て
家
庭
の
簡
単
な
家
事
や
保
育
を

代
わ
り
に
行
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

○
利
用
で
き
る
子
ど
も
の
年
齢
は
？

　

勝
山
市
在
住
の
小
学
３
年
生
以
下
の
子

ど
も
で
す
。　

○
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
？

　

① 

一
時
的
な
保
育
（
利
用
者
の
自
宅
や
公

的
な
場
所
で
一
時
的
に
預
か
り
ま
す
）

　

② 

送
迎
サ
ー
ビ
ス
（
公
的
場
所
と
自
宅
ま

で
の
送
迎
）

　

③ 

家
事
支
援
（
軽
易
な
日
常
生
活
上
の
援

助
。
家
事
の
用
意
、
洗
濯
な
ど
）

　

④
利
用
料
金
は
、
下
記
の
と
お
り

○
利
用
手
順

　

下
記
事
業
所
ま
た
は
福
祉
・
児
童
課（
す

こ
や
か
内
）
で
、
事
前
に
利
用
者
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

利
用
当
日
ま
で
に
利
用
申
請
書
を
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
利
用
後
は
、
速
や

か
に
料
金
の
お
支
払
い
を
お
願
い
し
ま

す
。

問　

福
祉
・
児
童
課 

（
☎
87
‐
０
７
７
７
）

利　用　料　金実施事業所一覧

利用日および時間帯 利用対象児童 利用料
（１時間）

平日
午前８時から
午後６時まで

第３子以上の
３歳未満児 無　料

上記以外の児童 ３５０円

・平日午前８時まで
・平日午後６時以降
・土・日・祝日

第３子以上の
３歳未満児 １００円

上記以外の児童 ４５０円

実施事業者 電話番号

勝山市シルバー人材センター 88－1881

勝山地域ファミリーサービスクラブ 87－2734

かっちゃまふぁみりーぐるーぷ
「はなみずき」 88－5600

むろこザウルス（村岡小学校内）
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農
業
っ
て
楽
し
い

農
業
っ
て
楽
し
い
！！

　

田
舎
暮
ら
し
を
体
験
し
よ
う
と
、
毎
年
大
勢
の
か
た
が
勝
山
市
を
訪
れ
て
い

　

田
舎
暮
ら
し
を
体
験
し
よ
う
と
、
毎
年
大
勢
の
か
た
が
勝
山
市
を
訪
れ
て
い

ま
す
。
今
年
は
こ
れ
ま
で
に
１
０
０
人
の
か
た
が
勝
山
で
農
業
を
中
心
に
体
験
・

ま
す
。
今
年
は
こ
れ
ま
で
に
１
０
０
人
の
か
た
が
勝
山
で
農
業
を
中
心
に
体
験
・

宿
泊
（
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
）
さ
れ
ま
し
た
。

宿
泊
（
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
）
さ
れ
ま
し
た
。

　

体
験
者
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
参
加
者
の
声
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

体
験
者
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
参
加
者
の
声
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
大
都
市
圏
・
海
外
か
ら
も

　

地
域
別
の
参
加
者
で
は
関
西
圏
が
最
も
多

く
、
関
東
・
中
京
の
大
都
市
圏
か
ら
の
参
加

者
が
全
体
の
７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

海
外
か
ら
も
６
人
参
加
し
て
い
ま
す
。

■
酪
農
が
人
気
、
長
期
宿
泊
も

　

体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
中
で
は
、「
ジ
ャ
ー
ジ

牛
の
お
世
話
」
の
参
加
が
一
番
多
く
、
宿
泊

日
数
は
、１
〜
３
泊
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
集　

田
舎
暮
ら
し
体
験

田
舎
暮
ら
し
体
験

0

5

10

15

20

25

30
（人）

宿泊日数

13
泊
14
日

12
泊
13
日

5
泊
6
日

4
泊
5
日

3
泊
4
日

2
泊
3
日

1
泊
2
日

28 27 27

7

1 2

8

•
本
当
に
素
敵
な
か
た
ば
か
り
で
、
素
晴

ら
し
い
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
来
ま
す
。

•
農
家
の
皆
さ
ん
が
稲
や
野
菜
を
大
切
に

扱
い
、
話
し
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
印

象
的
で
し
た
。

•
ス
タ
ッ
フ
の
か
た
が
と
て
も
優
し
く

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
と
て
も
楽

し
く
、お
食
事
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

農
業
体
験
は
大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
、
充

実
し
て
大
満
足
で
し
た
。

•
夢
が
な
け
れ
ば
農
業
は
で
き
な
い
と
い

う
言
葉
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

•
こ
れ
か
ら
も
小
原
区
で
の
活
動
に
携
わ

り
た
い
。
耕
作
放
棄
地
の
再
生
を
し
て

い
き
た
い
。

•
勝
山
市
小
原
を
第
2
の
ふ
る
さ
と
の
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
い
つ
か
勝
山
に

移
住
す
る
日
が
…
来
る
か
も
し
れ
な
い

で
す
ね
。

•
こ
の
体
験
に
参
加
し
た
ら
、
本
当
に
勝

山
が
好
き
に
な
る
の
で
、
い
ろ
ん
な
か

た
に
行
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

参
加
者
の
声

かつやま恐竜の森公園の草刈り

ネギの収穫（北郷町伊地知） 田んぼの草取り（平泉寺町小矢谷）

0

10

20

30

40

50

60
（人）

0

10

20

30

40

50
（人）

男女別参加人数

職業等人数

男性
37人女性

63人

学生
52人

社会人
48人

年代別参加人数

メニュー別参加延べ人数

地域別参加人数

10代

ミ
デ
ィ
ト
マ
ト
作
業

そ
ば
作
業

登
山
道
の
整
備

耕
作
放
棄
地
の
再
生

さ
と
い
も
作
業

水
稲
作
業

古
民
家
の
再
生

公
園
管
理

野
菜
類
作
業

ね
ぎ
作
業

ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
の
お
世
話

20代 30代 40代 50代 60代 70代

8

42

27

18 16 14
9
4
2 1 1 1

51

17

10
6 7

1

関東
20人

関西
32人中京

17人

北陸
19人

信越2人
九州1人

北海道1人

山陽・山陰
2人

海外
6人

■
今
年
も
１
０
０
人
が
参
加

　

勝
山
市
は
２
年
前
か
ら
福
井
県
と
連
携
し

て
、
田
舎
暮
ら
し
体
験
参
加
者
を
募
集
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
は
80
人
、
今
年
度
は
１
０
０
人

の
か
た
が
農
業
体
験
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
平
成
22
年
10
月
末
現
在
：

デ
ー
タ
は
農
業
政
策
課
提
供
）

■
女
性
に
人
気
、
社
会
人
も
半
数

　

参
加
者
は
女
性
が
６
割
以
上
を
占
め
、
学

生
と
社
会
人
の
割
合
は
半
々
で
し
た
。

　

年
代
別
で
は
20
代
が
半
数
を
占
め
て
い
ま

す
が
、
50
代
・
60
代
の
人
も
参
加
し
て
い
ま

す
。

ジャージー牛のエサやり（平泉寺町小矢谷）ジャージー牛のエサやり（平泉寺町小矢谷）
問　農業政策課（☎88‐8106）

0

20

40

60

80

100
( 人 )

45

80

3年間の参加者数の推移 （H22：10月末現在）

受け入れ農家募集中!受け入れ農家募集中!

100

H20 H21 H22

勝山に定住した人 ……………… 4人
リピーター
　　2回参加……………………… 9人
　　3回参加……………………… 3人
平成22年度受け入れ農家数 ……14軒

体験を通して

　農業体験受け入れに興味がある農家の
かたは、ぜひご連絡ください。
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高　

野　

義　

一
（
82
）永

平
寺
町
松
岡
学
園

　

都
山
流
尺
八
楽
で
長
年
、
尺
八
の
普
及
と

指
導
に
尽
力
さ
れ
、
文
化
振
興
発
展
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

中　

村　

義　

三
（
60
）
北
郷
町
上
森
川

　

墨
遷
会
の
講
師
と
し
て
指
導
、
育
成
に
尽

力
さ
れ
、
地
域
の
文
化
活
動
普
及
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。

杖　

谷　

と
み
子
（
79
）
芳
野
町
２

　

勝
山
民
謡
親
和
会
結
成
以
来
、
民
舞
の
指

導
に
尽
力
さ
れ
、
文
化
向
上
発
展
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。

小　

林　

清
一
郎
（
75
）
旭
町
２

　

勝
山
美
術
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
と
し
て
、
ま

た
県
内
外
の
美
術
展
で
受
賞
さ
れ
、
文
化
振

興
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

山　

田　

冨
美
子
（
67
）
沢
町
２

　

沢
町
公
民
館
俳
句
理
事
を
長
年
務
め
ら

れ
、
新
人
の
育
成
な
ど
文
化
振
興
発
展
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
。

河　

合　

絹　

枝
（
75
）
昭
和
町
２

　

長
年
に
わ
た
り
、
市
内
各
小
中
学
校
で
手

話
の
指
導
に
尽
力
さ
れ
、
学
校
教
育
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

丹　

後　

奈
美
代
（
58
）
荒
土
町
田
名
部

　

長
年
に
わ
た
り
、
学
校
事
務
職
員
と
し
て

迅
速
・
適
切
な
対
応
で
、
学
校
教
育
の
進
展

に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

山　

中　

み
ど
り
（
44
）
旭
毛
屋
町

　
「
算
数
コ
ア
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
」
と
し
て
先

駆
的
な
算
数
科
指
導
で
、
校
内
全
学
級
の
指

導
効
果
を
高
め
て
い
る
。

西　

浦　

真　

弓
（
58
）荒

土
町
堀
名
中
清
水

　

長
年
、
学
校
事
務
職
員
と
し
て
信
頼
さ
れ

る
学
校
づ
く
り
の
一
翼
を
担
い
、
学
校
教
育

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

松　

村　
　
　

繁
（
73
）
長
山
町
２

　

子
ど
も
会
活
動
や
青
少
年
育
成
勝
山
市
民

会
議
で
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、
育
成
者
の

資
質
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

村　

田　

明　

子
（
73
）
荒
土
町
新
保

　

長
年
の
婦
人
会
活
動
、
ま
た
伝
統
料
理
や

地
産
地
消
の
取
り
組
み
な
ど
、
社
会
教
育
の

向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

清　

水　

清　

蔵
（
69
）
鹿
谷
町
北
西
俣

　

長
く
勝
山
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
会
長
と

し
て
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
力
の
向
上
と
選

手
育
成
に
尽
力
さ
れ
た
。

野
田
口　

三
千
雄
（
63
）
大
野
市
美
里
町

　

長
く
勝
山
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
副
理
事

長
と
し
て
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
力
の
向
上

と
選
手
育
成
に
尽
力
さ
れ
た
。

立　

平　

幸
太
郎
（
61
）
北
郷
町
上
森
川

　

勝
山
市
柔
道
連
盟
の
一
員
と
し
て
、
柔
道

の
普
及
、
発
展
と
青
少
年
の
健
全
育
成
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
。

柳　

橋　

敏　

雄
（
61
）
荒
土
町
松
ヶ
崎

　

勝
山
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
の
設
立
に
尽
力

さ
れ
、
新
会
員
の
指
導
な
ど
、
社
会
体
育
の

向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

前　

田　

文　

雄
（
69
）
元
町
１

　

勝
山
市
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
会
の
振
興
と

普
及
並
び
に
社
会
体
育
の
振
興
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
。

上　

田　

健　

吾
（
39
）
旭
町
２

　

第
26
回
全
日
本
シ
ニ
ア

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

　

男
子
35
歳
以
上
シ
ン
グ
ル
ス　

優
勝

T
e
a
m
M
F
K
（
勝
山
中
部
中
学
校
）

　

W
R
O 

J
a
p
a
n
2
0
1
0

福
井
地
区
予
選
会　

優
勝

中　

村　

風　

月
（
成
器
西
小
５
年
）

木　

村　

茉
梨
奈
（
成
器
西
小
５
年
）

　

第
18
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　

４
年
生
女
子
ダ
ブ
ル
ス　

３
位

酒　

井　

亮　

輔
（
成
器
西
小
３
年
）

　

第
38
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

競
技
選
手
権
大
会　

個
人
競
技

　

小
学
校
低
学
年
男
子
の
部　

６
位

南　

茂　

蓮　

太
（
成
器
南
小
５
年
）

斎　

藤　
　
　

楓
（
成
器
南
小
５
年
）

　

第
15
回
北
信
越
小
学
生

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

　

４
年
生
以
下
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

優
勝

佐　

野　

聖　

之
（
鹿
谷
小
４
年
）

松　

村　
　
　

諒
（
鹿
谷
小
４
年
）

　

第
15
回
北
信
越
小
学
生

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

　

４
年
生
以
下
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

２
位

勝
山
南
部
ジ
ュ
ニ
ア

　

第
26
回
若
葉
カ
ッ
プ

全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　

男
子
団
体
の
部　

５
位

勝
山
ジ
ュ
ニ
ア

　

第
21
回
北
信
越
小
学
生バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　

４
年
生
女
子
団
体
の
部　

２
位

宇　

田　

彬　

人
（
勝
山
南
部
中
３
年
）

　

第
42
回
東
海
北
陸
中
学
生
ス
キ
ー
大
会　

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

　

男
子
５
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル　

優
勝

山　

口　
　
　

茜
（
勝
山
南
部
中
１
年
）

　

第
29
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

　

ジ
ュ
ニ
ア
新
人
女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

優
勝

鈴　

木　

咲　

貴
（
勝
山
南
部
中
１
年
）

　

第
15
回
北
信
越
小
学
生

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

　

６
年
生
女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

３
位

中　

村　

大　

志
（
勝
山
中
部
中
３
年
）

　

第
40
回
全
国
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会　

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

ベ
ス
ト
８

野　

辺　

京　

太
（
勝
山
中
部
中
１
年
）

　

第
28
回
浜
松
中
日
カ
ー
ニ
バ
ル
招
待

陸
上
競
技
大
会

　

４
×
１
０
０
Ｒ（
福
井
県
選
抜
Ｂ
）　

４
位

勝
山
南
部
中
学
校
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

第
31
回
北
信
越
中
学
校

総
合
競
技
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

　

女
子
団
体
の
部　

２
位

勝
山
中
部
中
学
校
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

第
31
回
北
信
越
中
学
校

総
合
競
技
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

　

男
子
団
体
の
部　

２
位

勝
山
高
等
学
校
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

第
33
回
北
信
越
高
等
学
校
体
育
大
会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

　

男
子
団
体
の
部　

３
位

平成22年度勝山市教育委員会表彰式平成22年度勝山市教育委員会表彰式

文化の日の11月３日、教育会館において、平成22年度勝山市教育委員会表彰式が行われました。文化の日の11月３日、教育会館において、平成22年度勝山市教育委員会表彰式が行われました。
文化、学校教育、社会教育など各分野で功績のあったかたがた35の個人および団体が表彰されました。文化、学校教育、社会教育など各分野で功績のあったかたがた35の個人および団体が表彰されました。
※児童・生徒の表彰は各学校で行われました　 （順不同・敬称略）※児童・生徒の表彰は各学校で行われました　 （順不同・敬称略）

文
化
功
労
賞

文
化
功
労
賞

社
会
教
育
功
労
賞

社
会
教
育
功
労
賞

社
会
体
育
賞

社
会
体
育
賞

社
会
体
育
功
労
賞

社
会
体
育
功
労
賞

学
校
教
育
功
労
賞

学
校
教
育
功
労
賞

社
会
体
育
奨
励
賞

社
会
体
育
奨
励
賞

学
校
教
育
奨
励
賞

学
校
教
育
奨
励
賞

ス
ポ
ー
ツ
賞

ス
ポ
ー
ツ
賞

学
校
文
化
賞

学
校
文
化
賞

学
校
ス
ポ
ー
ツ
賞

学
校
ス
ポ
ー
ツ
賞

社
会
教
育
賞

社
会
教
育
賞

文
化
奨
励
賞

文
化
奨
励
賞



広告物の分類
（禁止区域でも自家用広告物、案内広告物は設置可能）

案内広告物

自家用広告物

一般広告物

この先⇨
○○商店

300m先右折
○○商店⇨

○○
商店

○○
商店

○○
商店

○○
商店

○○商店の敷地

禁止区域では不可
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勝
山
市
景
観
計
画（
素
案
）の
概
要
説
明（
第
４
章
・
第
５
章
）

景観重要建造物・景観重要樹木の指定方針
　市街地エリアや田園集落景観エリアにおいて、公共の場所から容易に見ることができ、景観上特
に優れた外観を持っているものについて指定します。

◆景観重要建造物（基本的には神社仏閣は指定の対象から除きます）
①市民に広く愛され、親しまれ、またランドマーク（景観を特徴づける目印）やアイストップ（人
の注意を引きつけるもの）となっているなど、地域における景観形成上のシンボルとなっている
建造物
②まち並みの雰囲気づくりに寄与するデザイン性や景観性を有し、地域固有の景観形成を促進する
建造物
③創建当時の典型様式や伝統的技法が外観に見られ、地域の歴史文化を伝承し、文化財的価値を有
する建造物

◆景観重要樹木（林地にある樹木は候補対象から除きます）
①市民に広く愛され、親しまれ、地域におけるシンボルやランドマークとなっている樹木
②古木や巨樹であったり、心象に残る樹容を成すなど、地域景観の固有性を高める樹木

第４章　景観重要建造物または景観重要樹木の指定の方針について第５章　屋外広告物の表示および掲出する物件の設置に関する事項について

景
観
重
要
建
造
物
お
よ
び

景
観
重
要
樹
木
の
指
定
の
方
針

　

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
よ
う
な
景
観
上
の
特
徴
を

有
す
る
建
造
物
（
建
築
物
・
工
作
物
）・
樹
木
な
ど
の

景
観
資
源
は
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
大
切
な
展
示
物
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
景
観
計
画
で
は
、
良
好
な
景
観
形
成
に

重
要
な
役
割
を
果
た
す
建
造
物
お
よ
び
樹
木
を
、
景
観

重
要
建
造
物
お
よ
び
景
観
重
要
樹
木
に
指
定
す
る
た
め

の
方
針
を
記
述
し
ま
す
。

はたや記念館　ゆめおーれ勝山

花月楼のしだれ桜

福井県立恐竜博物館が見える風景（滝波川）

　

ふ
る
さ
と
勝
山
の
原
風
景
を
未
来
に
残
し
て
い
く
た

め
、
屋
外
広
告
物
の
行
為
の
制
限
に
関
す
る
基
本
的
事
項

を
定
め
、
福
井
県
屋
外
広
告
物
条
例
に
定
め
ら
れ
て
い
る

禁
止
区
域
以
外
に
も
主
要
な
幹
線
沿
い
の
区
域
を
新
た
に

禁
止
区
域
と
し
て
設
定
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
禁
止
区
域
で
あ
っ
て
も
、
自
家
用
広
告
物
や

幹
線
沿
い
に
お
け
る
基
準
に
適
合
し
た
案
内
広
告
物
は
、

禁
止
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

屋
外
広
告
物
の
表
示
お
よ
び
掲
出
す
る

屋
外
広
告
物
の
表
示
お
よ
び
掲
出
す
る

物
件
の
設
置
に
関
す
る
基
本
的
事
項

物
件
の
設
置
に
関
す
る
基
本
的
事
項問　都市政策課（☎88-8108）
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従業員の市･県民税は特別徴収の実施を！
※ 地方税法第321条の４および各市町の条例（勝山市は「勝山市税条例第44条」）により、所得税の源泉徴収義務のあ
る事業者（給与支払者）は、原則、特別徴収義務者として従業員（給与所得者）の市･県民税の特別徴収を行うことと
なっています

◆個人住民税の特別徴収とは
　所得税の「源泉徴収」にあたるものが、市･県民税では「特別徴収」と呼ばれています。
　所得税の源泉徴収と同様に、事業者は、従業員が納めるべき市･県民税を毎月の給与から天引きし（特別徴収）、従業
員の住所地の市町に納めます。

◆特別徴収の利点（メリット）
•従業員の納付の手間が省けます（銀行などに出向く必要や、納め忘れがなくなります）
・ 普通徴収（納付書での納付）の納期は４期（年４回）であるのに対し、特別徴収は毎月（年12回）であるため、１回
あたりの納付額が小さくなります
※ 従業員ごとの市･県民税額は、各市町で計算されて各事業所に通知されますので、事業者にとっては、所得税の年末調
整をするような手間はかかりません
 問　税務課（☎88‐8101）

事業者の皆さまへお知らせです事業者の皆さまへお知らせです

給
与
所
得
者

給
与
支
払
者

市　
　
　

町

④税額の通知
（税額決定通知書の配布）

①給与支払報告書の提出

1月31日まで

③税額の通知

5月31日まで

⑥税額の納入

翌月10日まで

⑤税額の徴収

6月から翌年5月までの給与支払日

②
税
額
の
計
算
・
決
定

　

こ
の
た
び
、
遺
族
の
か
た
が
年
金
と
し

て
受
給
す
る
生
命
保
険
金
の
う
ち
、
相
続

税
の
課
税
対
象
と
な
っ
た
部
分
に
つ
い
て

は
、
所
得
税
の
課
税
対
象
に
な
ら
な
い
と

す
る
最
高
裁
判
所
の
判
決
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
年
金
に
係
る
税

務
上
の
取
り
扱
い
が
改
め
ら
れ
、
平
成
17

年
分
か
ら
平
成
21
年
分
ま
で
の
各
年
分
に

つ
い
て
、
所
得
税
を
納
め
過
ぎ
と
な
っ
て

い
る
か
た
は
、
そ
の
納
め
過
ぎ
の
所
得
税

が
還
付
と
な
り
ま
す
。
お
手
数
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
必
要
な
手
続
き
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
大
野
税
務
署
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

「
振
り
込
め
詐
欺
」
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
（
還
付
金
の
受
け
取
り
の
た
め
に
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
）

問　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

w
w
w
.nta.go.jp

　
　

大
野
税
務
署　
　

（
☎
66
‐
２
１
８
０
（
音
声
案
内
））

　

市
税
の
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た
不

動
産
を
、
左
記
の
と
お
り
公
売
し
ま
す
。

　

購
入
を
希
望
さ
れ
る
か
た（
法
人
も
可
）

は
、
公
売
保
証
金
を
持
参
の
う
え
、
入
札

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
見
積
価
格
以
上

の
最
高
価
格
入
札
者
が
買
い
受
け
人
と
な

り
ま
す
。

【
入
札
】

と　

き
▼
12
月
２
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ
▼
市
民
会
館　

２
階　

会
議
室

公
売
物
件
▼
下
記
の
と
お
り

見
積
価
格
▼
一
括
し
て
２
０
８
０
万
円

公
売
保
証
金
▼
２
０
８
万
円

※ 

詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
税

務
課
ま
で

相
続
や
贈
与
な
ど
に
係
る

相
続
や
贈
与
な
ど
に
係
る

　

生
命
（
損
害
）
保
険
契
約
な
ど
に
基
づ
く

　

生
命
（
損
害
）
保
険
契
約
な
ど
に
基
づ
く

　
　

年
金
の
税
務
上
の
取
り
扱
い
の
変
更
に
つ
い
て

　
　

年
金
の
税
務
上
の
取
り
扱
い
の
変
更
に
つ
い
て

不
動
産
公
売
の
お
知
ら
せ

不
動
産
公
売
の
お
知
ら
せ

問　

税
務
課　
　

  　
（
☎
88
‐
８
１
０
１
）

土地所在地　勝山市旭毛屋町
地番 2701番 2703番 合計

地目 田（現況：宅地） 田（現況：宅地）

地積 132.00㎡ 928.00㎡ 1060.00㎡

勝山ニューホテル●

→至大野市←至市街地
↓
至
勝
山

　

南
部
中
学
校

国保
「
特
定
健
康
診
査
」
で
メ
タ
ボ
予
防

年金
国
民
年
金
保
険
料
は

　
　
　

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す

　
「
特
定
健
診
」、「
メ
タ
ボ
」。
皆
さ
ま
も
一

度
は
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

40
歳
か
ら
急
激
に
増
え
る
医
療
費
。
特
定
健

診
を
受
診
し
て
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
早

期
発
見
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

勝
山
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に

は
、
５
月
に
ご
案
内
と
受
診
券
を
郵
送
し
て

い
ま
す
。
も
し
、
受
診
券
が
お
手
元
に
な
い

場
合
は
、
健
康
長
寿
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

【
集
団
健
診
】

と　

き
▼
11
月
14
日
（
日
）、12
月
６
日
（
月
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
10
時
30
分

と
こ
ろ
▼
す
こ
や
か

【
医
療
機
関
健
診
】

期　

間
▼
平
成
23
年
１
月
31
日
（
月
）
ま
で

　

受
け
付
け
時
間
は
各
医
療
機
関
の
診
察
時

間
に
限
り
ま
す
。
事
前
に
各
医
療
機
関
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

木　

下　

医　

院 

（
☎
87
‐
3
3
3
3
）

ク
リ
ニ
カ
・
デ
・
ふ
か
や（

☎
88
‐
0
0
1
1
）

佐
々
木
胃
腸
科
外
科
医
院（

☎
87
‐
2
6
1
6
）

竹
下
中
央
内
科
医
院 

（
☎
88
‐
1
1
2
1
）

武
藤
外
科
医
院 

（
☎
88
‐
0
2
6
6
）

福
井
社
会
保
険
病
院 

（
☎
88
‐
8
1
6
6
）

芳　

野　

医　

院 

（
☎
88
‐
2
0
0
5
）

　

治
療
中
の
か
た
は

　
　
　

診
療
情
報
の
提
供
を

　

勝
山
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
よ
り
多
く

の
皆
さ
ま
に
特
定
健
診
を
受
診
し
て
い
た
だ

き
た
く
、例
年
、未
受
診
者
へ
の
周
知
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

未
受
診
者
の
中
に
は
、
既
に
医
療
機
関
に

お
い
て
特
定
健
診
に
相
当
す
る
診
療
を
受
け

て
い
る
か
た
も
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
か

た
も
未
受
診
者
と
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
か
た
か
ら
特
定
健

診
に
相
当
す
る
診
療
情
報
（
検
査
結
果
）
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
特
定
健
診
を

受
診
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

現
在
、
特
定
健
診
未
受
診
者
に
は
、
後
日

ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
受
診
の
際
に
は
か
か

り
つ
け
の
医
療
機
関
へ
用
紙
を
持
参
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問　

市　

民　

課 

（
☎
88
‐
8
1
0
2
）

　
　

健
康
長
寿
課 

（
☎
87
‐
0
8
8
8
）

　

年
末
調
整
な
ど
税
務
申
告
の
際
に
、
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
か
た
が
社
会
保

険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

ま
た
は
領
収
書
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

平
成
22
年
中
（
平
成
22
年
１
月
１
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で
）
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金

保
険
料
の
金
額
を
証
明
す
る
控
除
証
明
書

が
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
際
に
必

ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
10
月
１
日
〜
12
月
31
日
ま
で
の
控

除
証
明
書
は
、
来
年
２
月
に
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
平
成
22
年
の
年
末
調
整
時
に
は
、
領

収
書
の
添
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
場
合
は
、
納
付
さ
れ
た
か
た
の
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す

　
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
の

　
　
　
　
　
　

提
出
を
忘
れ
ず
に

　

所
得
税
法
に
よ
り
、
老
齢
年
金
は
雑
所
得

と
し
て
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
、
老
齢
年
金
の
年
金

額
が
１
０
８
万
円
以
上
（
65
歳
以
上
の
か
た

は
１
５
８
万
円
以
上
）
の
か
た
に
「
公
的
年

金
等
の
受
給
者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
」（
ハ

ガ
キ
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
は
、
来
年
２
月
支
払
い
分
の
年
金
額

か
ら
控
除
さ
れ
る
税
金
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。

※ 

控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族
と
な
る
か

た
が
い
な
い
場
合
で
も
、
年
金
受
給
者
本

人
に
か
か
る
基
礎
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
に

関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
１　

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
を
受
け
て
い

る
人
に
も
送
付
さ
れ
る
の
？

Ａ　

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
、
所
得
税
の

課
税
対
象
で
は
な
い
（
非
課
税
）
の
で
、

源
泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

Ｑ
２　

扶
養
親
族
の
状
況
が
変
わ
っ
た
場

合
、
何
か
届
出
を
す
る
必
要
は
あ
る
の
？

Ａ　

年
の
途
中
で
扶
養
親
族
が
増
え
る
な
ど

扶
養
親
族
の
状
況
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、

最
寄
り
の
税
務
署
で
確
定
申
告
を
行
い
、

所
得
税
の
過
不
足
分
を
精
算
し
て
く
だ
さ

い
。

Ｑ
３　

夫
婦
で
年
金
を
受
け
て
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
に
扶
養
親
族
等
申
告
書
が
送
付
さ
れ

て
き
た
が
、
長
男
を
そ
れ
ぞ
れ
の
扶
養
控

除
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
可
能
？

Ａ　

扶
養
控
除
の
対
象
は
、
ど
ち
ら
か
一
方

し
か
で
き
ま
せ
ん
。

問　

福
井
年
金
事
務
所
（
お
客
様
相
談
室
）

（
☎
０
７
７
６
‐
23
‐
４
５
１
８
）

　
　

市
民
課 

（
☎
88
‐
８
１
０
２
）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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美
し
い
ふ
る
さ
と
を

未
来
へ

　

勝
山
南
高
等
学
校
で
は
、
毎
年
九

頭
竜
川
沿
い
の
ご
み
拾
い
を
行
う

な
ど
、
環
境
美
化
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
10
月
25
日
に
同
校
生
徒

会
の
メ
ン
バ
ー
５
人
が
、
学
校
で

用
意
し
た
チ
ラ
シ
入
り
の
テ
ィ
ッ

シ
ュ
と
、
生
活
環
境
課
が
作
成
し
た

チ
ラ
シ
を
市
民
に
配
布
し
、
環
境
美

化
を
呼
び
掛
け
る
啓
発
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
昨
年
度
か
ら
定
期
的
に

不
法
投
棄
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
多
く
の

ご
み
が
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
撤
去
さ
れ
た
ご
み

は
、
テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
な

ど
の
家
電
や
、
パ
ソ
コ
ン
、
廃
タ
イ

ヤ
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ご
み
を
河
川
や
河
川
敷
に

捨
て
る
と
、
川
全
体
の
水
質
だ
け
で

な
く
水
辺
の
生
態
系
に
も
悪
影
響
を

お
よ
ぼ
し
ま
す
。
そ
し
て
、
下
流
の

住
民
に
も
多
大
な
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
で
、

ご
み
の
な
い
き
れ
い
な
町
を
未
来
に

残
し
ま
し
ょ
う
。

ご
み
の
な
い

ご
み
の
な
い

　

き
れ
い
な
川
へ

　

き
れ
い
な
川
へ

勝山市水道事業業務状況【上半期】
期間：平成22年4月1日～9月30日

1．業務の概要
　上半期の給水量は128万㎥（前年度比3.9％増）、給水収
益は1億5,827万円（前年度比3.37％増）と前年度を上回
りました。要因として、猛暑であった今夏の使用水量の増加
や、景気回復の影響による使用水量の増加などが考えられま
す。
2．事業の概況
　市民の日常生活の基盤として、安全で清浄な水の供給を図
るため、上水道第７次拡張事業計画に基づき、拡張および改
良事業を実施しています。
　上半期の建設改良工事および業務委託の契約状況は、
17,194千円となっています。主な事業は次のとおりです。
【拡張事業】
・ 簡易水道事業統合に伴う上水道事業変更認可設計業務委託
【改良事業】
・若猪野１号取水ポンプ取替工事（若猪野地係）
・雁が原配水池水位計取替工事（村岡町浄土寺地係）
・市道７－６７号線配水補助管布設替工事（本町４丁目地係）
※ 平成23年5月検針分（4月使用分）から水道料金の値上げ
が決定しています

問　上下水道課（☎88‐8109）

平成22年度上半期
勝山市消費生活相談の概要

　４月から９月の間で、消費生活に関する相談は
全部で161件ありました。

【主な相談内容】
• インターネット中に突然、高額なサイト登録料
を請求する画面が現れた
• 高齢者が、高額なアクセサリーや呉服の購入契
約を次々とさせられた
• 生活苦から借金がふくらんでいるが、上手な
　家計管理の方法を教えてほしい など

手を替え　品を替え　やってくる悪質商法。
困ったことがあればすぐにご相談を。
※ 出前講座に伺います。お気軽にお申し込みくだ
さい
・問　市消費者センター（☎88‐8103）

50

100

150

200
（件数）

Ｈ20 Ｈ21

過去3年間の同期相談件数

Ｈ22

88

147 161

金　

賞　

多
田
泉
（
勝
山
中
部
中
１
）、
加

藤
晴
香
（
成
器
西
小
５
）

銀　

賞　

小
寺
美
稀
、
石
塚
詩
織
（
勝
山
中

部
中
１
）、
東
野
絵
菜
（
村
岡
小
６
）、
嶋

田
宇
訓
（
村
岡
小
５
）

銅　

賞　

藤
澤
結
希
、
炭
谷
沙
希
（
勝
山
中

部
中
２
）、
経
塚
千
春
、
前
川
祐
里
奈
（
勝

山
中
部
中
１
）、
原
田
真
琳
、
上
山
龍
之

介
（
成
器
南
小
５
）、
金
巻
竜
太
朗
（
成

器
西
小
４
）、小
林
み
す
ず（
村
岡
小
２
年
）

入　

選　

原
育
母
（
勝
山
中
部
中
３
年
）、

岸
光
裕
（
勝
山
北
部
中
３
年
）、
村
島
和

樹
（
勝
山
中
部
中
２
年
）、廣
田
優
一
（
勝

山
北
部
中
２
年
）、
森
祥
祐
介
（
勝
山
中

部
中
１
年
）、
酒
井
瞭
（
成
器
南
小
５
）、

旭
唯
華
（
成
器
南
小
４
）、福
田
航
太
（
成

器
西
小
４
）、
中
村
颯
汰
（
村
岡
小
４
）、

内
田
佳
那
（
野
向
小
１
年
）

問　

上
下
水
道
課 

（
☎
88
‐
８
１
０
９
）

優
秀
賞　

松
村
伊
悟
（
勝
山
中
部
中
３
年
）、

藤
村
優
紀
（
勝
山
南
部
中
２
年
）、
玉
木

希
美
、
田
中
伶
奈
、
竹
田
充
（
勝
山
中
部

中
２
年
）、
平
林
由
莉
、
本
田
悠
希
（
勝

山
中
部
中
１
年
）、
稲
木
奎
冴
（
成
器
西

小
５
）、
秦
哲
也
（
北
郷
小
５
年
）、
稲
木

佑
馬
（
成
器
西
小
３
）

問　

総
務
課 

（
☎
88
‐
１
１
１
６
）

金　

賞　

山
内
皓
介
（
勝
山
北
部
中
３
）、

廣
田
哲
也
（
勝
山
中
部
中
２
）、
坂
野
比

咲
（
勝
山
中
部
中
１
）、
本
田
悠
斗
（
村

岡
小
４
）、
中
西
怜
爾
（
成
器
西
小
３
）、

木
下
颯
（
北
郷
小
２
）

銀　

賞　

古
川
有
希
（
勝
山
中
部
中
３
）、

中
村
颯
汰
（
勝
山
南
部
中
２
年
）、
島
田

和
輝
（
勝
山
北
部
中
２
年
）、
嶋
田
美
季

（
勝
山
北
部
中
１
年
）、
出
口
ひ
な
（
成
器

南
小
６
）、
島
田
健
史
（
鹿
谷
小
５
年
）、

齋
藤
日
和
（
成
器
南
小
４
）、
林
花
（
北

郷
小
３
年
）、川
村
侑
加
（
北
郷
小
２
年
）、

竹
内
徹
（
野
向
小
１
年
）

銅　

賞　

木
下
夕
嗣
（
勝
山
中
部
中
３
年
）、

山
内
里
紗
、
島
田
千
尋
（
勝
山
北
部
中
３

年
）、
木
村
菜
摘
（
勝
山
南
部
中
２
年
）、

中
田
真
悠
子
（
勝
山
中
部
中
２
年
）、
南

部
成
喜
（
成
器
南
小
５
）、 

加
藤
晴
香
（
成

器
西
小
５
）、
伊
東
華
蓮
、
小
林
彗
里
、

酒
井
亮
輔
（
成
器
西
小
３
）、 

平
鍋
美
侑

（
荒
土
小
２
年
）、 

乾
雄
凱
（
北
郷
小
２

年
）、
飯
野
美
樹
（
成
器
南
小
１
）、
松
田

大
夢
（
平
泉
寺
小
１
年
）、 

石
塚
美
咲
（
野

向
小
１
年
）

問　

大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

（
☎
66
‐
６
６
９
０
）

下
水
道
絵
画
・

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

勝
山
市
防
災
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル

青
少
年
健
全
育
成
啓
発
図
画
・

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

  

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
紹
介

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
紹
介

　

市
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
、
各
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者
を

ご
紹
介
し
ま
す
。 

（
敬
称
略
）

多田　泉さんの作品

松村伊悟さんの作品

山内皓介さんの作品

秦　哲也さんの作品

加藤晴香さんの作品

稲木奎冴さんの作品

本田悠斗さんの作品
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市
内
名
所
を
歩
い
て
健
康
に

勝
山
健
康
ウ
ォ
ー
ク
開
催

■
10
月
10
日　

ゆ
め
お
ー
れ
〜
野
向
町

　「秋の野向路を楽しもう」をテーマに勝山健
康ウォークが開催され、約80人が参加して約
15キロのコースを歩きました。

ま
き
割
り
に
挑
戦
！

法
恩
寺
山
避
難
小
屋
の
冬
支
度

■
10
月
27
日　

法
恩
寺
山
・
中
の
平　法恩寺山中腹の避難小屋で、煙突掃除やま

き割りなどの冬支度が行われ、関西学院大学
ワンゲル部の学生4人も参加しました。

防
災
に
つ
い
て
考
え
よ
う

防
災
教
室
を
開
催
し
ま
し
た

■
10
月
19
日　

村
岡
小
学
校

　子どもたちの防災意識を高めることを目的
に、村岡小学校5年生を対象に市が防災教室
を開き、グループ討議などで防災知識を深め
ました。

勝
山
の
繊
維
の
エ
キ
ス
が
い
っ
ぱ
い

第
５
回
繊
維
展
開
催
さ
れ
る

■
10
月
30
・
31
日　

ゆ
め
お
ー
れ
勝
山

　第5回繊維展が開催され、繊維に関する物
の展示即売や、機屋さんの紹介、ロープ作り
や繭玉からの糸取り体験など、多くの人でに
ぎわいました。

関
西
学
院
大
学
と
の
交
流
事
業

平
泉
寺
発
掘
調
査
成
果
展

■
10
月
19
〜
22
日　

関
西
学
院
大
学　勝山市と包括的相互協力協定を締結してい

る関西学院大学で、平泉寺の発掘調査成果を
展示し、勝山市のPRを行いました。

お
化
け
ち
ょ
う
ち
ん
作
っ
た
よ

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
パ
ー
テ
ィ
大
盛
況

■
10
月
30
日　

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か

　国際交流サロンのハロウィーンパーティが
開催され、かぼちゃのちょうちん作りやお化
け屋敷で楽しく遊びました。

勝
山
の
味
覚
が
い
っ
ぱ
い

秋
の
勝
山
う
ま
い
も
ん
祭
開
催

■
10
月
23
・
24
日　

か
つ
や
ま
恐
竜
の
森

　秋のうまいもん祭が開催され、まつたけご
飯や鮎の塩焼きなど33の店舗が並び、大勢の
人でにぎわいました。

神
谷
の
お
い
し
い
水
を
Ｐ
Ｒ

巨
大
水
車
を
設
置
し
ま
し
た

■
11
月
３
日　

村
岡
町
栃
神
谷

　福井県のおいしい水に指定されている“神
谷の水”を知ってもらうために、区民が力を
合わせて、直径４ｍの水車を設置しました。

催
し
物
が
い
っ
ぱ
い

市
民
総
合
文
化
祭（
展
示
・
芸
能
発
表
会
）

■
10
月
30・31
日　
勝
山
市
教
育
会
館・市
民
会
館
他

　第46回勝山市民総合文化祭のオープニン
グセレモニーが行われ、さまざまな展示や催
し、芸能発表などに大勢のかたが訪れました。

勝山温泉センター「水芭蕉」開館２０周年記念式典
■10月9日　勝山温泉センター「水芭蕉」

化石発掘体験大人気!今年度１万５０００人を突破!
■10月9日　かつやま恐竜の森

ゆめおーれ勝山来館者早くも２０万人を達成！
■10月30日　はたや記念館ゆめおーれ勝山 　勝山温泉センター「水芭蕉」で、開館20周年記念感謝祭

が行われ、記念式典の後、しろき保育園児による風船飛ば
しなどが行われました。
　会場では、ミニうまいもん祭りや、地元で採れたキノコ
などの販売のほか、おもちの無料配布や抽選会も行われま
した。

　恐竜化石発掘体験の年間参加者数が、今年度初めて１万
５千人を突破し、１万５千人目となった松下健治さん一家
（徳島県）に記念品などが贈られました。

　

は
た
や
記
念
館
ゆ
め
お
ー
れ
勝
山
が
、
昨
年
7
月
の
オ
ー

プ
ン
か
ら
の
来
館
者
が
20
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。
記
念
す

べ
き
20
万
人
目
は
石
井
あ
ぜ
み
さ
ん
親
子
（
荒
土
町
堀
名
中

清
水
）
で
、
ケ
ー
キ
や
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

式典のくす玉割り
記念のくす玉を割る石井さん親子

1万5千人目の松下さん一家

園児による風船飛ばし
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10
月
の
活
動
報
告

◆
村
岡
山
史
跡
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

10
月
10
日
（
日
）

　

雨
の
中
、
約
50
人
が
参
加
し
、
村
岡
小

６
年
生
が
作
っ

た
恐
竜
の
看
板

を
設
置
し
な
が

ら
、
村
岡
山
を

登
り
ま
し
た
。

　

頂
上
で
は
、

学
芸
員
か
ら
史

跡
の
解
説
を
聞

き
ま
し
た
。

◆
恐
竜
化
石
壁
と
不
動
滝
の
自
然
観
察
会

10
月
24
日
（
日
）

　

途
中
、
小
雨
が
降
る
中
、
親
子
連
れ
な
ど

約
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
恐
竜
化
石
発

掘
現
場
で
は
子

ど
も
た
ち
が
、

谷
の
不
動
滝
で

は
大
人
た
ち
が

講
師
の
説
明
を

興
味
深
そ
う
に

聞
い
て
い
ま
し

た
。11

月
の
エ
コ
協
行
事

◆
勝
山
城
絵
画
作
品
展

11
月
９
日
（
火
）
〜
28
日
（
日
）

◆
越
前
大
仏
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

11
月
13
日
（
土
）・
14
日
（
日
）

◆
第
３
回
勝
山
唄
の
市
２
０
１
０in

じ
ば
さ
ん

11
月
14
日
（
日
）

 

エ
コ
協
の
４
つ
の
部
会
紹
介

　

各
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
や
市
民
団
体

の
つ
な
が
り
を
強
め
る
た
め
の
４
つ
の
部
会

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
き
ら
り
・
シ
テ
ィ
部
会

テ
ー
マ　

勝
山
の
歴
史
や
ま
ち
な
か

　

勝
山
藩
や
平
泉
寺
な
ど
の
歴
史
遺
産
や
、

今
あ
る
観
光
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
研
究
し
て
い
ま
す
。

◆
自
然
・
環
境
部
会

テ
ー
マ　

勝
山
の
自
然
や
植
生

　

勝
山
の
自
然
環
境
が
い
か
に
豊
か
で
あ
る

か
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
研
究
を
し
て
い

ま
す
。
勝
山
の
自
然
と
地
質
遺
産
が
一
目
で

分
か
る
マ
ッ
プ
を
製
作
中
で
す
。

◆
恐
竜
の
ま
ち
推
進
部
会

テ
ー
マ　

恐
竜
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

勝
山
な
ら
で
は
の
「
恐
竜
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

◆
ち
ゃ
ま
ト
ク
部
会

テ
ー
マ　

勝
山
の
特
産
品
・
伝
統
料
理

　

勝
山
に
あ
る
食
材
で
、
新
し
い
特
産
品
の

研
究
・
試
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
イ
ノ

シ
シ
肉
と
黒
米
に
注
目
し
て
い
ま
す
。

※
各
部
会
メ
ン
バ
ー
募
集
中
！

問　

未
来
創
造
課 

（
☎
88
‐
１
１
１
５
）

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
協
議
会
、

　
　

略
し
て「
エ
コ
協
」で
す
。

よくわかる強迫性障害

有園　正俊／著
主婦の友社

高校生からわかる
　　　　イスラム世界

池上　彰／著
ホーム社

地形の大研究

日本地質学会／監修
ＰＨＰ研究所

はじめましての
　　　　刺繍教室

文化出版局／編
文化学園文化出版局

14歳からの靖国問題

小菅　信子／著
筑摩書房

ひろった・あつめた
 ぼくのドングリ図鑑

盛口　満／絵・文
岩崎書店

砂の上のあなた

白石　一文／著
新潮社

動物の死は、
　　　かなしい？

あべ　弘士／著
河出書房新社

和菓子の絵本

平野　恵理子／作
あすなろ書房

もしもし下北沢

よしもと　ばなな／著
毎日新聞社

墓場の少年

二ール・ゲイマン／著
角川書店

かげ

スージー・リー／作
講談社

図書館の
行事案内

は

広報お知
らせ版に

掲載してい
きます

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000　　ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/

図書新着情報図書新着情報図書新着情報図書新着情報

「左義長おはやし講習会」「左義長おはやし講習会」
参加者募集参加者募集

と　き▶11月30日（火）
 開講式　午後7時～
 講習会　午後7時30分～
 講習日　11月30日～2月15日の毎週火曜日
 　　　　午後7時30分～9時
 　　　　全10回（ただし12月28日、1月4日は休講）
ところ▶市民会館　3階　第１会議室　他
内　容▶三味線、笛、太鼓　※楽器をお持ちのかたはご持参ください
受講料▶無料
・問　勝山左義長まつり実行委員会事務局（☎88‐8117）

第
５
回
越
前
勝
山
城

第
５
回
越
前
勝
山
城

絵
画
作
品
展

絵
画
作
品
展

「
お
城
を
描
こ
う
」

「
お
城
を
描
こ
う
」

平
成
平
成
2222
年
度
年
度

勝
山
市
民
大
学

勝
山
市
民
大
学

特
別
企
画
講
座

特
別
企
画
講
座

期　

間
▼

　

①
11
月
９
日
（
火
）
〜
15
日
（
月
）

　

②
11
月
16
日
（
火
）
〜
28
日
（
日
）

※
た
だ
し
、
毎
週
水
曜
日
は
休
館
日

と
こ
ろ
▼
勝
山
城
博
物
館　

２
階
ホ
ー
ル

展
示
物
▼

①
入
賞
作
品
の
み

②
応
募
の
あ
っ
た
全
作
品
（
６
７
３
点
）

問　

勝
山
城
博
物
館 

（
☎
88
‐
６
２
０
０
）

と　

き
▼
11
月
19
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ
▼
教
育
会
館　

第
1
研
修
室

演　

題
▼
「
私
と
勝
山
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
」

講　

師
▼
長
谷
川　

博
幸
氏

（
元
全
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
コ
ー
チ
）

入
場
料
▼
無
料
（
申
込
不
要
）

※ 

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い

問　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
88
‐
８
１
１
４
）

　勝山商工会議所では、勝山市と連携して商業地域など
の店舗数増加を目的に、「勝山市空き店舗情報バンク」
を開設しました。

空き店舗情報バンクとは･･･
　市内の商業地域などにある空き店舗情報を収集ま
たは提供してもらい、その情報を公開することに
よって、空き店舗を活用して創業を希望するかたに
対し、紹介を行うシステムを言います。

　情報は、下記ホームページからご覧いただけます。
勝山商工会議所　http://www.katsuyamacci.or.jp/
勝山市　http://www.city.katsuyama.fukui.jp/docs/

※ このバンクにご登録いただけ
る物件を随時募集しています
詳しくは情報バンクまたは窓
口までご相談ください

問　勝山商工会議所中小企業相談所（☎88‐0463）

「勝山市空き店舗情報バンク」を
開設しました


